〈アピール〉「最高裁判所は、人権保障の砦として生活保護基準の引き下げを認めず、国民生活を守るべきである」賛同者の声
２０１２年２月２３日
生存権裁判を支援する全国連絡会 

　これまでに寄せられた賛同者の中から、メッセージを紹介します。（順不同）
《青木紀　名寄市立大学学長》

　頑張りましょう。

《藤末衛　全日本民主医療機関連合会　会長》

　勝利を勝ちとるため、全力を上げてたたかいましょう。

《永山利和　元日本大学教授》

　政府の失敗によってつくられた財政危機を国民生活の砦である生活保護基準の引き下げなどによって賄う試みは根本的に誤りだといえます。この裁判における原告の訴えを支援します。

《平山知子　弁護士》

　今こそ憲法をくらしの中に活かすべきときです。憲法２５条、９条は人間の生存を保障する大切な条項です。運動を大きく広げて最高裁に人権保障の砦としての役割を認識させましょう。
《松崎喜良　神戸女子大学教授》

　生活保護は政治的判断（厚生労働大臣の裁量）で決めるのでなく現代社会における国民の健康で文化的基準を科学的に明らかにしたうえで決めるべきです。兵庫訴訟弁護団が申し立てた「文書提出命令」を最高裁は認めませんでしたが、国民の福利を実現するように、裁判所はしっかりと検討していただきたい。生活保護基準を合理的根拠もなく引き下げるのは憲法違反というべきです。
《山家悠紀夫　暮らしと経済研究室》

　裁判所は人間の権利を守るところです。その基本原則を踏まえての正しい判決を期待しています。

《前田泰義　兵庫県東播地域連合会会長》

　生存権裁判を支持します。格差をなくし、憲法が保障する文化的な生活をすべての国民が等しく享受できる国につくりかえましょう。
《松本幸恵　川口市議会議員》

　生活保護基準の引き上げこそ必要です。国の責任として国民生活に視点をあてた改善を求めます。
《宇都宮健児　弁護士、反貧困ネットワーク代表》

３月１１日に発生した東日本大震災とこれに伴う原発事故は、新たな貧困を生み出すとともに、高齢者・障がい者、子どもなど災害弱者といわれる人々を困難な状態に押しやり、もともと貧困状態に陥っていた人々を更に困難な状態に押しやっています。こんな時代だからこそ、最後のセーフティ・ネットである生活保護基準の引き下げを許してはならず、人間らしい生活を守らなければならないと思います。
《畑田重夫　日本平和委員会代表理事》

　最高裁判所の判事の皆さん！ぜひ日本国憲法の原理原則に忠実な裁判官であってほしいと思います。これは、わだつみ世代の生き残りの一人の人間として、私の切なる願いでもあります。

《大井琢　弁護士》

　人間らしく生きるための当たり前の権利を守ることが、人権保障の砦たる最高裁判所に求められています。

《楳本光男　熊本県労連議長》

　最高裁は、法の番人としての司法の役割を果たし、憲法２５条を何よりも優先して保障すべきです。

《池田春樹　兵庫県保険医協会理事長》

　憲法２５条を光り輝かすために全ての人が立ち上がろう

《橋本佐内　牧師、日本宗教者平和協議会理事長》

　日本政府は憲法を守らないで、米軍の軍事のために血税を遣い、税金を取るべき大企業等から取らないばかりか減税までしています。正しく用いればお金はあるのです。平和的生存権を守らせるように最高裁を督励しましょう。
《今宮謙二　中央大学名誉教授》

　すべての国民が安心して暮せる社会を私たちは望んでいます。

《大石満義　防府市西浦地区黄金通自治会会長》

　この地域の方で、老齢加算が廃止された事によって、風呂に入れなくなった、夏は湯で身体をふくだけ、冬は週に一回しか入れない。親族の結婚式、お葬式に参加できず、人間としての生活が出来なくなったと言っています。憲法２５条を守る、生活保護法１条を守る為にも、老齢加算を復活させる様強く求めます。
《鈴木瑞穂　俳優》

憲法を素直に読めば当然の事です。

《三上満　全国革新懇代表世話人》

　憲法２５条は社会保障の維持のみでなく、その向上を政治の義務としています。政治のあり方の根本を問う裁判です。全面的に支援します。

《金子ハルオ　東京都立大学名誉教授》

　私は、学生時代に宮澤先生の「憲法」の講義を聴講し、最高裁は「憲法の番人」であると教わりました。福岡高裁の判決を認めることは、最高裁が真に「憲法の番人」であることの証となるでしょう。

《浦野広明　立正大学法学部客員教授》

　人間の尊厳にもとづく、自由で豊かな人間らしい生活の実現を願っております。

《米田佐代子　女性史研究者》

　老いてなお、人間の尊厳を全うして死ねる国にしてほしい。

《杉原泰雄　一橋大学名誉教授》

　老齢による加算等は、憲法が求める正当なものと判断しています。

《藤本義一　作家》

人権保護の諸事のアピールが他の国に比較して少ない。

《菊谷節夫　神奈川県平和委員会理事長》

　憲法２５条「生存権」にもとづき国民の生活・社会保障を守ることは国の義務です。（元福祉事務所ケースワーカー）

《池田香代子　翻訳家》

　歳をとると、思いがけない出費があるのです。「ぜいたく」のためではない、生きるための加算は私たちすべての権利です。
《早乙女勝元　作家》

　「民」の生活を守りぬいてこそ、民主主義だと思います。

《古田足日　児童文学者》

　国は、政府は何のためにあるのか。人間の尊厳を守る生活を、弱者を守る生活を、国民のためにつくりだすのが政府、国のやるべきことだと思います。

《森村誠一　著作》

　生活保護は人間として生まれた者の輪番制の権利です。人生の浮き袋のようなもので、独力で泳げなくなった人に差し出す人生お互い様のヒューマンな思想に基いています。人間性の拠点を守るのが法というものです。

《水谷正人　神奈川労連議長》

　私たちが取りくむ最賃裁判を放映したＴＶ番組で、コメンテーターの大谷昭次さんが「この裁判は最賃も生活保護もあげないといけないことを訴えている。非常に意義あることです」と言いました。まさに我が意を反映した評論です。憲法２５条、２７条、１３条を活かす闘いを共に頑張ります。

《早川和男　神戸大学名誉教授》

　最高裁が国民の生存権を死守する姿勢を示せば、生活不安に脅える人々の生きる励ましになるでしょう。

《高　史明　作家》
　現代世界には、「不況」という言葉がとびかうようになりました。しかし、「生存権」ということまでに問題になっているとは知りませんでした。第二次世界大戦に敗戦した後には深く見つめられた言葉でした。「焦土」とか現実がありました。現代の都市、都市の現実、その実体は焦土なのでしょうか。真の助け合いが心から求められます。皆様のご活躍を心から期待いたします。
《金澤誠一　佛教大学教授》

　生存権裁判を最後まで闘いぬくことが国民生活を守ることだと信じております。

《寺久保光良　元山梨県立大学教授》

　労働者派遣法をやめさせ、社会保障の充実をさせましょう。
《大黒作治　全労連議長》

　全ての人が老後を安心して暮らせる社会にするために。老齢加算の一方的な廃止の違法性を明らかにさせ、加算の復活もしくは実効ある代償措置となるような生活保護制度の改正を勝ち取りましょう。
〈２０１２年２月２０日現在〉
